
戦争のおはなしに
ふれてみませんか

帰還者たちの記憶ミュージアム（平和祈念展示資料館）

戦後80年 春休みイベント

3. 8 （土） 「あの花が咲く丘で､君とまた出会えたら｡」
3. 9 （日） 「ふたつの胡桃」
3. 22 （土） 「北の桜守｣
4. 5 （土） 「チョッちゃん物語」
4. 6 （日） 「ラーゲリより愛を込めて｣

3.15（土）

3.29（土）30（日）

林家染太 落語会
｢命のたすき

いじめられっ子の僕と
シベリア帰りのお爺ちゃん｣

「とぎれた日記」

劇団俳優座 
朗読劇

映画上映会

入館無料　

東京都新宿区西新宿2-6-1新宿住友ビル33階　
TEL:03-5323-8709　https://www.heiwakinen.go.jp　

＠heiwakinen

3月

4月

スケジュール
11時 映画 「あの花が咲く丘で､君とまた出会えたら｡」

14時 映画 「あの花が咲く丘で､君とまた出会えたら｡」

11時 映画 「ふたつの胡桃」

13時 ガイドツアー（常設展示室）

14時 映画 「ふたつの胡桃」

13時 ガイドツアー（常設展示室）

14時 林家染太 落語会 ｢命のたすき～いじめられっ子の僕とシベリア帰りのお爺ちゃん｣

13時 学芸員によるギャラリートーク（企画展示コーナー）

14時 抑留体験者による定期語り部お話し会

13時 学芸員によるギャラリートーク（企画展示コーナー）

14時 おざわゆきトークイベント「父の抑留体験と漫画『凍りの掌』」

11時 映画 ｢北の桜守｣

14時 映画 ｢北の桜守｣

11時 ガイドツアー（常設展示室）

13時30分 舞鶴引揚記念館主催 ｢平和未来フォーラム｣（要予約）
（新宿住友ビル47階 スカイルーム Room5）

13時 ガイドツアー（常設展示室）

14時 劇団俳優座 朗読劇 「とぎれた日記」

13時 学芸員によるギャラリートーク（企画展示コーナー）

14時 劇団俳優座 朗読劇 「とぎれた日記」

11時 映画 「チョッちゃん物語」

13時 ガイドツアー（常設展示室）

14時 映画 「チョッちゃん物語」

11時 映画 ｢ラーゲリより愛を込めて｣

14時 映画 ｢ラーゲリより愛を込めて｣

8日 （土）

9日 （日）

 15日 （土）

 16日 （日）

 20日 （木・祝）

 22日 （土）

 23日 （日）

 29日 （土）

 30日 （日）

5日 （土）

6日 （日）

9:30～17:30（入館は17：00まで）
休館日 毎週月曜日 ※祝日または振替休日の場合はその翌日

会　場 館内ビデオシアター

2025.3.4（火）　4.6（日）

企画展　おざわゆき「凍りの掌」原画展　―シベリア抑留　記憶の底の青春―
こお て

期間　前期:1/21（火）～3/2（日） 後期:3/4（火）～4/20（日）
会場　館内企画展示コーナー
◉学芸員によるギャラリートーク
1/26（日）、2/16（日）、3/16（日）、20（木・祝）、30（日）、4/13（日） ［時間］各日13：00（30分）
◉抑留体験者による定期語り部お話し会
2/16（日）、3/16（日）、4/20（日）　 ［時間］各日14：00（60分）
※都合により語り部が変更となる場合がございます。
※休館日 毎週月曜日（祝日または振替休日の場合はその翌日）､2/2（日）

● 都営大江戸線「都庁前」駅 A6出口より徒歩約1分
● 東京メトロ丸ノ内線「西新宿」駅より徒歩約5分
● JR線、小田急線、京王線「新宿」駅西口より徒歩約10分

入館・参加無料　予約不要

ノ

「父の抑留体験と
漫画『凍りの掌』」

3.20（木・祝）
おざわゆき
トークイベント

©おざわゆき/講談社

同人誌『凍りの掌』２巻表紙

3.4（火）　4.6（日）
特別展示

こお て

「『凍りの掌』にみる
兵士･抑留者･引揚者｣

くるみ

©2022映画「ラーゲリより愛を込めて」製作委員会　

©1989清水香子



戦争のおはなしにふれてみませんか
帰還者たちの記憶ミュージアム（平和祈念展示資料館）　戦後80年 春休みイベント

都合によりプログラムが変更になる場合がございます。
ご来館の前に当館ホームページでご確認ください｡

   3.15（土）［時間］14:00（60分）
林家染太 落語会
｢命のたすき～いじめられっ子の僕とシベリア帰りのお爺ちゃん｣ 
落語家･林家染太が､シベリア抑留の帰還者であった祖父との思い出を元に創作したファミリーヒストリー落語

   3.29（土）30（日）［時間］14:00（75分）
劇団俳優座 朗読劇 「とぎれた日記」
宮沢賢治作の戯曲や小川未明作の童話などをモチーフにした､劇団俳優座の制作による朗読劇。
孫との交流をきっかけに元教師が忘れていた戦争に関する“ある” 記憶を思い起こす…
出演：遠藤剛、平田朝音、坪井木の実、近藤万里愛
原作：小川未明「野ばら」、宮沢賢治「飢餓陣営」（「バナナン大将」として脚色）、杉みき子「祈りの橋」（『小さな町の風景』所収）
脚本・構成・演出：平田朝音（劇団俳優座）　作曲：太江友城　プロデュース：小池達也（劇団俳優座）　制作：劇団俳優座

林家染太（はやしや そめた）
愛媛県出身。関西大学卒業後、四代目林家染丸に入門。大阪の繁昌亭を中心に、全国各地で活躍中。若手落語家コンクールで
グランドチャンピオンに輝くなど、受賞歴多数。また､英語落語を得意とし、海外でも絶賛されている、国際派の落語家である

遠藤剛（えんどう ごう）
1962年 劇団俳優座入団
【直近の出演作】
2021年 特別公演「女子学生たちの沖縄戦」（オンライン上演）
2022年 「戦争とは…2022」（俳優座スタジオ）

演出・構成：菅田華絵

坪井木の実（つぼい このみ）
1985年 劇団俳優座入団 
【直近の出演作】
2021年12月～2022年1月 

PARCO PRODUCE2021「音楽劇 海王星」
（PARCO 劇場、地方公演）演出：眞鍋卓嗣

近藤万里愛（こんどう まりあ）
2020年 劇団俳優座入団 
【直近の出演作】
2023年 俳優座研究所 3年生修了公演

「車窓から、世界の」作：横山拓也／演出：眞鍋卓嗣

イベント 映画上映会

平田朝音（ひらた ともね）
1979年 劇団俳優座入団 
【直近の出演作】
2022年 特別公演｢戦争とは…｣（俳優座スタジオ）

演出・構成：菅田華絵
「待ちぼうけの町」（シアターX）
作：堀江安夫／演出：川口啓史

特別展示
   3.4（火）～4.6（日）
特別展示｢『凍りの掌』にみる兵士･抑留者･引揚者｣  
常設展示室の各コーナーに、展示資料と関連した『凍りの掌』のワンシーンを
紹介するミニパネルを設置します。作品の世界をより深く味わうための期間限定展示です
会場：常設展示室

   3.9（日）15（土）23（日）29（土）4.5（土）［時間］13:00（40分）
ガイドツアー 解説員が常設展示の見どころをご案内します
会場：常設展示室

   3.8（土）［時間］11:00/14:00（128分） 
「あの花が咲く丘で､君とまた出会えたら｡」
戦時中にタイムスリップした現代の女子高生と特攻隊員の青年の切ない恋の行方を描いた物語
監督：成田洋一　脚本：山浦雅大、成田洋一　出演：福原遥、水上恒司
原作：汐見夏衛『あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら。』（スターツ出版文庫）
©2023「あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら。」製作委員会

※先着入場順で定員になり次第､ご案内を終了いたします｡

   3.9（日）［時間］11:00/14:00（45分）
「ふたつの胡桃」
東京の下町に住む小学６年生の彩花は、飼い犬のライアンと散歩中、突然タイムスリップしてしまう。
目覚めるとそこは、昭和20年3月の下町だった。東京大空襲を題材とした作品
脚本・総監督：やすみ哲夫　絵コンテ･監督：平井峰太郎
©ケイツー／シンエイ

   4.5（土）［時間］11:00/14:00（80分）
「チョッちゃん物語」
黒柳徹子さんの母で、“チョッちゃん”こと黒柳朝さんの自叙伝をもとにしたアニメ映画
監督：ときたひろこ　脚本：朝倉千筆、ときたひろこ　
原作：黒柳朝『チョッちゃん物語』（金の星社）　
©T&Kテレフィルム

   4.6（日）［時間］11:00/14:00（134分）
｢ラーゲリより愛を込めて｣
酷寒のシベリアで強制収容所に抑留され、死と隣り合わせの日 を々過ごしながらも、希望を胸に懸命に生きようとした主人公の物語
監督：瀬々敬久　脚本：林民夫　出演：二宮和也、北川景子、松坂桃李、中島健人、寺尾聰
原作:辺見じゅん『収容所から来た遺書』（文春文庫）
©2022映画「ラーゲリより愛を込めて」製作委員会　©1989清水香子

   3.22（土）［時間］ 11:00/14:00（126分）
｢北の桜守｣
戦争末期､ソ連の侵攻を逃れて樺太から網走へと引き揚げ、激動の戦後を生き抜いたある親子の物語
監督：滝田洋二郎　脚本：那須真知子　出演：吉永小百合､堺雅人､篠原涼子､岸部一徳､高島礼子
©2018「北の桜守」製作委員会

参加無料 予約不要

※3/23（日）のみ11:00開始

   3.20（木・祝）［時間］1４:00（６0分）
おざわゆきトークイベント「父の抑留体験と漫画『凍りの掌』」
｢凍りの掌｣創作のきっかけとなった父親の抑留体験をめぐるファミリーヒストリーを原作者が語ります

おざわゆき
愛知県出身。集英社の少女漫画誌で漫画家デ
ビュー。父親のシベリア抑留体験をマンガ化した『凍
りの掌 シベリア抑留記』と母親の空襲体験をもとに
して描いた『あとかたの街』が第44回日本漫画家協
会賞大賞を受賞。現在『またのお越しを』講談社BE・
LOVE誌にて連載中

舞鶴引揚記念館からのお知らせ

ユネスコ世界記憶遺産登録10周年記念「平和未来フォーラム」
～ことば×最新技術 次世代への継承から次世代による継承へ～
シベリア抑留体験者のお話、最新技術で伝える抑留生活、
ディスカッション「次世代による継承」、ユネスコ世界記憶遺産登録資料パネル展示などを開催します
主 催 : 舞鶴引揚記念館 協 力 ： 帰還者たちの記憶ミュージアム 
会 場 ： 新宿住友ビル47階 スカイルーム  Room5 お問い合わせ先:舞鶴引揚記念館 Tel.0773-68-0836 
※催しの詳細､参加申込方法は舞鶴引揚記念館公式ホームページ（https://m-hikiage-museum.jp）をご確認ください｡

   3.23（日）13:30～16:30

おざわゆき｢凍りの掌｣原画展 ―シベリア抑留 記憶の底の青春―  関連企画
こお て

©おざわゆき/講談社

くるみ

定員70名（先着順）要予約


